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木星デカメータ電波波状擾乱現象が示すIonospheric Alfven Resonatorの
特徴

Characteristics of Jovian ionospheric Alfven resonator observed by using
wave modulations of L-burst emissions
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2008年6月4日UT、Io-Aにおいて我々はWaveform receiverを用いて木星デカメータ電波観測を行
った。DAM放射が7分毎に4回それぞれ3-10 sの継続時間で波状にモジュレーション（Wave
modulations: WMs）を起こすのを発見した。ダイナミックスペクトル上のWMsの一部のスペク
トルを抽出、フーリエ変換を用いてWMsのモジュレーション周波数を求めた。結果WMsは2.5-5
Hzを基底のモジュレーション周波数としてその奇数倍の周波数に第一・第二高調波を持つこと
が分かった。WMsの特徴は木星北半球極域-Io plasma torus北側境界間にトラップされている
Alfven波の往復伝播時間と木星圏で予想されているIonospheric Alfven Resonator(IAR)の共鳴周
波数と一致する。我々は7分毎にIo plasma torusから木星北半球極域にAlfven波が到達、IARを引
き起こし、結果DAMにWMsが生じたと考える。
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